
 

 

 

 

重点アクション① 身近なことから低炭素推進プロジェクト 

 

①－１ エコアクション推進事業  【指標】エコ・アクション・ポイント参加世帯数（世帯） 

R2 R3 R4 R5 R6  R3～R6 合計 

119 76     
／600世帯 

（実績値／目標値） 
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①－２ 愛する地球のために約束する協定推進事業 

【指標】愛する地球のために約束する協定締結者数（者／年） 

R2 R3 R4 R5 R6  R6 

52 54     
／130者 

（実績値／目標値） 

①－３ 窓断熱推進事業    【指標】簡易窓断熱に取り組んだ市民の数（人） 

R2 R3 R4 R5 R6  R3～R6 合計 

 60     
／240人 

（実績値／目標値） 
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資料３ 

第４次草津市地球冷やしたいプロジェクト（草津市地球温暖化対策実行計画 区域施策編）重点アクション 

―令和 3年度の実績について― 

総評 

温室効果ガスの削減に貢献した事業、自主的な活動を促進した事業のほか、協働により幅広い意

識向上のための啓発活動ができた一方で、制度や取組の周知を行ったものの、普及拡大に繋がりに

くい事業があった。 

 地域における地球温暖化対策を効果的に行うには、重点アクションによる事業の実施などに際し

て、効果の「見える化」を重要視した展開を行い、各々が自分のこととして取り組んでいくことが

求められる。また実施に関しては、地球温暖化防止活動推進員やまちづくり協議会とより一層連携

し協働で行っていく必要がある。 

エコアクションの取組に必要な活動報告について一定の事業の認知度の低さや、システム参加登録

時の複雑さなどから前年度より参加世帯数が伸びなかったが、ポイントを交換された世帯及び交換

ポイントの量は増加しており、参加登録の簡素化や申請手順のマニュアルをわかりやすくする動画

を作成するなどのさらなる周知を図る。 

市内各まちづくりセンターや企業へ訪問のうえ、締結の提案を行った。今後は商工会議所などとも

調整し、引き続き締結者の増加を図る。 

６月と１１月に講習会を開催し、簡易窓断熱キットを配布して冷暖房の節約にあたり窓による断熱

の重要性の理解を深めた。どちらも３０人の参加があり、目標に達した。 

より効果が分かりやすく伝わるように、今後は県温暖化防止センターと連携し、講座内容の充実を

図る。また、令和４年度からの窓断熱設置に対し、市の補助金対象となるため併せて促進を図る。 



①－４ スマートドライブ推進事業  【指標】スマートドライブ宣言事業者数（者／年） 

R2 R3 R4 R5 R6  R3～R6 合計 

 12     
／40者 

（実績値／目標値） 

①－５ くさつエコスタイルコンテスト（子ども部門）推進事業 

【指標】くさつエコスタイルコンテスト参加者数（人／年） 

R2 R3 R4 R5 R6  R3～R6 合計 

1,480 1,773     
／6,000人 

（実績値／目標値） 

 

重点アクション②  安全安心な暮らし推進プロジェクト 

 

②－１ ハザードマップウォーキング推進事業 

【指標】ハザードマップウォーキングや講座を実施した町内会の数（団体／年） 

R2 R3 R4 R5 R6  R3～R6 合計 

 3     
／80団体 

（実績値／目標値） 

②－２ 日傘等推進事業 

【指標】くさつエコスタイルコンテストに参加した子どもの日傘等利用割合（％） 

R2 R3 R4 R5 R6  R6 

 31     
／50％ 

（実績値／目標値） 

②－３ 体も地球も元気にプランター菜園推進事業 

【指標】プランター菜園に取り組んだ市民の数（人） 

R2 R3 R4 R5 R6  R3～R6 合計 

 60     
／240人 

（実績値／目標値） 

 

６月と１１月に講習会を開催し、どちらも３０人の参加があり、目標に達した。令和４年度より、

市農林水産課と連携し、循環型農業の啓発を含め、プランター菜園の推進を図る。 

協定締結企業のうち、スマートドライブに関する取組を実施されている企業が１２者。 

当初は実車走行を伴う講習会を計画していたが、新型コロナの影響により実施できず、座学での講

習会を実施し１０者が参加された。 

今後は、協定事業と連携し、協定証の取組等を通じてスマートドライブを宣言する締結者の増加を

図る。また、市の包括連携協定事業者と共催で、安全安心・エコドライブコンテストを開催するこ

とも検討する。 

市内の小学校に呼びかけを行い、目標よりも多くの子どもたちに参加いただいた。若者世代から環

境意識の高まりを感じており、今後とも広報啓発活動を積極的に行う。 

市主催のイベントとしてではなく、各地元の町内会や団体からの申し入れによるまちあるき事業に

事業支援を行うことを想定して、町内会長全体集会や市ホームページで周知を行ったが、新型コロ

ナの影響もあり実績につながらなかった。今後は、市関係課や県温暖化防止センターなどと連携し、

歩こう会や夏休みの子ども会のまち探検などの町内行事の一イベントとして提案し、実施数の増加

を図る。 

くさつエコスタイルコンテストの実施の際、熱中症対策としての日傘の使用について子どもたちに

アンケートを行った。引き続き適応策を含め更なる啓発を行う。 


